
水溶性、油溶性両方の
加工液に対応し、
あらゆる金属で
高い防錆効果を発揮

さびはほとんどの金属で起こる現象で、美観を損ね、劣化の原因となります。
そのため完成品はもとより、金属加工の段階からさびを防ぐ工夫が施されています。
独自の技術で幅広い金属に対応し、高い防

ぼう

錆
せい

性
せい

を発揮できるよう進化した、防錆剤を紹介します。

潤滑油添加剤事業本部
営業部
営業第3グループ
主任
乾 真也

潤滑油添加剤事業本部
研究部
研究第3グループ
主任
中山 雅敏

マルチメタル対応防錆剤『サンヒビターNO.70』
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湿
度
の
高
い
日
本
で
の

さ
び
の
発
生
は
、

イ
ギ
リ
ス
の
約
 10
倍

古
い
鉄
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
さ
び

の
正
体
は
、
金
属
の
酸
化
現
象
で
す
。

金
属
が
空
気
中
に
含
ま
れ
て
い
る
水

（
H
2

O
）
や
酸
素
（
O
2

）
と
結
合
し
、

酸
化
物
ま
た
は
水
酸
化
物
と
い
う
物
質

に
変
化
し
ま
す
。
こ
れ
が
さ
び
の
原
因

で
す
。

金
属
の
な
か
に
は
例
え
ば
金
な
ど
、

こ
う
し
た
反
応
が
起
こ
り
に
く
い
金
属

も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の
金
属
は
基
本

的
に
は
防
錆
処
理
を
し
な
け
れ
ば
、
さ

び
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
び
は
金
属
の
美
観
を
損
な
う
だ
け

で
な
く
、
構
造
物
の
強
度
低
下
な
ど
安

全
性
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
金
属
に
さ
び
を
防

止
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
に
湿
度
の
高
い
日
本
に
お
い
て

は
、
イ
ギ
リ
ス
の
約
10
倍
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
さ
び
が
発
生
し
や
す
く
、
防ぼ

う

錆せ
い

に

は
国
内
全
体
で
数
十
億
円
の
費
用
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

他
の
防
錆
方
法
に
比
べ
、

使
い
や
す
い
防
錆
剤

さ
び
を
防
ぐ
に
は
、
塗
装
や
メ
ッ
キ

な
ど
の
表
面
皮
膜
を
含
め
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
か
で

も
幅
広
い
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い
る
の

が
防
錆
剤
で
す
。
他
の
防
錆
方
法
に
比

べ
て
特
殊
な
設
備
を
必
要
と
し
な
い
う

え
に
、
金
属
の
形
状
に
左
右
さ
れ
ず
処

理
が
難
し
い
箇
所
に
も
使
用
で
き
る
な

ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
加
え
て

一
部
の
防
錆
剤
に
は
、
加
工
時
の
摩
耗

を
低
減
す
る
と
い
っ
た
効
果
も
あ
り

ま
す
。

防
錆
剤
は
、
例
え
ば
金
属
加
工
時
に

使
用
さ
れ
る
場
合
、
加
工
液
が
水
溶
性

か
油
溶
性
か
、
ま
た
防
錆
し
た
い
期
間

は
ど
れ
く
ら
い
か
な
ど
、
用
途
や
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
適
切
な
タ
イ
プ
が
選
択
さ

れ
ま
す
（
11
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）。

な
か
で
も
吸
着
皮
膜
型
防
錆
剤
は
、

金
属
に
吸
着
す
る
性
質
を
持
っ
た
防
錆

剤
で
、
そ
の
ま
ま
塗
布
し
た
り
、
加
工

液
な
ど
に
添
加
す
る
だ
け
で
、
金
属
表

面
に
吸
着
し
て
皮
膜
を
形
成
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
吸
着
力
が
そ
れ
ほ

ど
強
く
な
い
た
め
、
後
工
程
の
加
工
や

塗
装
の
前
な
ど
除
去
が
必
要
な
場
合
で

も
、
比
較
的
取
り
除
き
や
す
い
と
い
う

特
長
も
あ
り
ま
す
。

防
錆
剤
に
は
、
水
に
な
じ
み
や
す
い

構
造
を
持
つ
水
溶
性
と
、
油
に
な
じ
み

や
す
い
構
造
を
持
つ
油
溶
性
が
あ
り
ま

す
。
水
溶
性
は
金
属
加
工
時
の
加
工
油

や
冷
却
水
に
混
ぜ
て
使
う
ほ
か
、
配
管

の
循
環
水
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
油
溶
性
は
、
同
じ
く
加
工
油
の
ほ

か
潤
滑
油
な
ど
に
も
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

マ
ル
チ
な
機
能
を
持
つ

『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
N
O.

 70
』

三
洋
化
成
で
は
、
1
9
6
0
年
代
か

ら
防
錆
剤
を
上
市
し
て
お
り
、
水
溶
性

切
削
油
用
防
錆
剤
も
広
く
展
開
し
て

い
ま
す
。
な
か
で
も
『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー

N
O.
50
』
は
、
1
9
6
4
年
に
開
発

さ
れ
た
吸
着
皮
膜
型
防
錆
剤
で
、
ロ
ン

グ
ラ
ン
製
品
と
し
て
現
在
も
多
く
の
現

場
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
『
サ

ン
ヒ
ビ
タ
ー
N
O.
50
』
の
性
能
を
さ

ら
に
向
上
さ
せ
た
の
が
、
2
0
2
4
年

4
月
に
上
市
し
た
『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー

N
O.
70
』
で
す
。

『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
N
O.
70
』
は
、
三

洋
化
成
の
界
面
活
性
剤
技
術
や
独
自
の

A
O
A
技
術
を
生
か
し
て
水
溶
性
と
油

溶
性
の
バ
ラ
ン
ス
を
制
御
し
た
製
品

で
、
水
溶
性
、
油
溶
性
、
ど
ち
ら
の
用

途
に
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

金
属
表
面
に
強
く
吸
着
し
、
緻ち

密み
つ

な

皮
膜
を
形
成
す
る
よ
う
構
造
を
最
適
化

し
た
こ
と
で
、
鉄
は
も
ち
ろ
ん
、
銅
や

ア
ル
ミ
な
ど
の
非
鉄
金
属
ま
で
マ
ル
チ

メ
タ
ル
に
対
応
で
き
、
高
い
防
錆
性
を

発
揮
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
、
水
溶
性
防
錆
剤
は
金

属
加
工
時
に
邪
魔
に
な
る
泡
が
発
生
し

や
す
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
ま
し
た

が
、『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
N
O.
70
』
は
適

度
な
疎
水
性
を
持
ち
、
抑
泡
性
に
も
優

れ
て
い
る
た
め
、
水
溶
性
加
工
液
に
使

用
し
た
場
合
で
も
泡
立
た
ず
使
い
や
す

い
と
こ
ろ
も
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

ま
た
、
金
属
加
工
後
に
メ
ッ
キ
や
塗

装
処
理
を
施
す
際
は
脱
脂
洗
浄
を
行
い

ま
す
が
、
特
に
油
溶
性
用
途
で
は
防
錆

剤
が
残
り
や
す
い
と
い
う
課
題
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
点
で
も
『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー 
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N
O.
70
』
は
容
易
に
洗
浄
で
き
る
た

め
、
防
錆
剤
が
金
属
に
残
る
こ
と
で
起

こ
る
、
メ
ッ
キ
不
良
や
塗
装
不
良
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
一
液
で
連
続
工
程
に
使
え
、

鉄
鋼
製
と
非
鉄
製
を
分
け
る
こ
と
な
く

同
じ
ラ
イ
ン
で
防
錆
で
き
る
た
め
、
ラ

イ
ン
切
り
替
え
の
時
間
や
労
力
も
低
減

で
き
管
理
も
簡
単
で
す
。

加
え
て
、
マ
ル
チ
な
性
能
を
持
っ
て

い
る
の
で
潤
滑
剤
や
消
泡
剤
な
ど
他
の

添
加
剤
の
使
用
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
う
え
、
製
品
自
体
が
乳
化
性
を
持
っ

て
い
る
の
で
、
エ
マ
ル
シ
ョ
ン
型
水
溶

性
加
工
油
に
対
し
て
乳
化
剤
と
し
て
も

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
N
O.
70
』
は
、
こ

う
し
た
マ
ル
チ
な
機
能
が
評
価
さ
れ
、

上
市
以
降
、
業
界
で
も
徐
々
に
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

環
境
負
荷
を
低
減
し
つ
つ
、

産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る

現
在
、
金
属
加
工
業
界
で
は
、
環
境

へ
の
配
慮
か
ら
水
溶
性
加
工
液
の
使
用

が
増
え
て
い
る
ほ
か
、
製
品
の
軽
量
化

で
ア
ル
ミ
な
ど
非
鉄
金
属
に
も
対
応
で

き
る
防
錆
剤
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。『
サ
ン
ヒ
ビ
タ
ー
N
O.
70
』
は
、

三
洋
化
成
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技

術
を
結
集
し
、
こ
う
し
た
新
し
い
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
性
能
を
実
現
し
た
製
品

で
す
。

S
D
G
s
で
は
、
目
標
9
「
産
業
と

技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ
う
」、
目
標

12
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う
責
任
」
に
貢

献
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
金
属
加

工
油
の
水
性
化
を
促
進
で
き
る
こ
と
か

ら
、
環
境
負
荷
低
減
に
も
貢
献
で
き
る

製
品
と
い
え
ま
す
。

三
洋
化
成
で
は
、
今
後
も
長
年
防
錆

剤
を
手
が
け
て
き
た
企
業
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
防
錆
剤
の
活
用
範
囲
を

広
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
の
発
展
に
貢

献
し
て
い
き
ま
す
。

当社製品および開発品をお取り扱いいただく際は、当社営業までお問い合わせください。
また必ず「安全データシート」（SDS）を事前にお読みください。使用される用途における適性および安全性は、使用者の責任においてご判断ください。

■サンヒビター NO.70の性状

■防錆剤とその特徴

外観
色数 pH

（1質量％水溶液）
動粘度

mm2/s （40℃）

溶解性（25℃） 引火点
（℃） 消防法 特に優れたさび止め性を

示す金属ハーゼン ガードナー 水 鉱物油

淡黄色液状 10 − 11.0 320 白濁分散※ 均一溶解 150 第4類第3石油類 鉄、銅、黄銅、ハンダ、アルミ

防錆剤の分類 防錆皮膜 代表的な防錆剤 防錆皮膜の特徴

水溶性防錆剤

酸化皮膜型 クロム酸塩、モリブデン酸塩、タングステン酸塩、亜硝酸塩
緻密で薄い皮膜（30〜200Å）を形成
素地金属との密着性良好
防錆性は良好

沈殿皮膜型

水中イオン型 重合リン酸塩、亜鉛塩 多孔質で厚い皮膜を形成
素地金属との密着性はやや不良

金属イオン型 メルカプトベンゾチアゾール、ベンソトリアゾール 比較的緻密で薄い皮膜を形成

吸着皮膜型 アルカノールアミン、脂肪酸塩、アルキルアミンエチレンオキシド付加物、
アルキルリン酸エステル塩

酸液、水溶液中で良好な皮膜を形成
非清浄面では吸着性不良

油溶性防錆剤（吸着皮膜型） 石油スルホネート、ソルビタンエステル、アルケニルコハク酸無水物、
アルキルナフタレンスルホン酸塩 鉱物油中で良好な皮膜を形成

気化性防錆剤 ジイソプロピルアンモニウムナイトライト、
ジシクロヘキシルアンモニウムナイトライト

気化した防錆剤が大気中に充満
金属表面に極めて薄い皮膜を形成

記載は代表値です。
※アルキル脂肪酸等の任意の酸にて中和することで、透明均一水溶液に調整可能です。
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